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～世界文化遺産の観光振興と景観保全の両立を目指して～

▼研究の概要（背景・目標）

本研究では、研究目的を日本国内の世界文化遺産において景観保全と観光振興を両立し持続可能な世界文化遺
産運営を行っていくための取り組みの効果を学術的な見地から分析・考察し、景観保全と観光振興の両立に向け
たモデリングをすることを目的とした。

本研究の結果として、世界文化遺産の景観保全と観光振興の両立を果たすために取り組むべき内容について確
認し、それら取り組みが保全と活用の双方で効果的に作用しあい便益を生んでいることを明らかにした。また、
追加調査を実施したことで、観光客の過剰誘引や観光客減少など望ましくない側面に対し、増加した観光客数を
抑制する取り組みをするのではなく、観光公害化しないような施策を打つことの重要性や、観光客減少に歯止め
をかけるために取り組むべき絶対条件を明らかにした。

▼研究の成果（結論・考察）

本研究の結果として、世界文化遺産の景観保全と観光振興の両立を果たすために取り組むべき内容について確
認し、それら取り組みが保全と活用の双方で効果的に作用しあい便益を生んでいることを明らかにした。また、
追加調査を実施したことで、観光客の過剰誘引や観光客減少など望ましくない側面に対し、増加した観光客数を
抑制する取り組みをするのではなく、観光公害化しないような施策を打つことの重要性や、観光客減少に歯止め
をかけるために取り組むべき絶対条件を明らかにした。（図表参照）

▼研究の内容（方法・経過）

本研究では、研究方法として実証研究を採用した。調査方法として、インタビュー調査(対面)と世界文化遺産の

現地視察を実施する。現地視察は、インタビュー調査で得た内容と現地視察によって確認できる内容に相違がな
いか確認することを目的とする。調査母集団の抽出にあたり、①ミシュラン・グリーンガイド・ジャパン(第６版)

にて星１つ以上の評価を獲得していること、②遺産登録の前年と2019年(新型コロナウイルス蔓延前)のデータを

比較して観光客数が増加していることを条件とし、景観保全と観光振興の両立を果たす遺産として６つ遺産を抽
出した。研究概念図の作成に際し、研究目的を踏まえた3つの論理的なフレームワークを選定し、質問項目を設け

た。加えて、６つの世界文化遺産の景観保全と観光振興について満遍なく調査するために、①府県レベルの行政
組織、②市町村レベルの行政組織、③民間保全組織、④民間観光関係組織、の4組織を対象に対面でのインタ
ビュー調査と現地視察を実施した。

図表「保全と活用の両立のための双方向好循環モデル (改)」
▼おわりに（まとめ）

本研究の目的である、日本の世界文化遺
産における景観保全と観光振興の両立に関
する取り組みのあり方について明らかにし、
どのような考え方で効果的な施策を打って
いるか等、持続可能な世界文化遺産の運営
へ向けた取り組みについては考察部分で記
述した。また、追加調査を実施することで、
観光客を過剰誘引してしまうことによる観
光公害被害の緩和対策として観光客への金
銭的な協力を仰ぐことの重要性を見出すこ
とができた。以上のことから、本研究の目
的を達成することができたと考える。
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